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静同地学第 87号(2003 ) 

崎県浜松市佐浜町のナウマンゾウ
おける中部更新統浜松層の堆積相と

入月俊明*・増田 -池谷仙之的

1胞はじめに

2002年12月22日から26日にかけて、静岡県西部の浜名湖東岸

地に
化石

る浜松市佐浜町で、

の著者の一入である池谷を中心に、ナウマンゾウ化石の発掘調査が行われた(図1)0 ここに分布す

る中部更新統浜松層の佐浜泥層(土 1960) からは、 1921年にほぼ1体分のゾウの化石骨が産出し、

その後、 Makiyama(1924)が新亜種としてElephasnamadicus naumanniと命名した。現在では

Palaeoloxodon naumanni 説法iyama)、すなわち、ナウマンゾウとされている O このように発掘地点

はナウマンゾウの模式地となっている O 浜松層は郷原・佐々木 (1951) によって命名され、小林

(1964) により再定義された地層である O 小林(1964) は浜松層を下部と上部に分け、両者の関係は

整合か不整合か不明であるとした。また、上部をさらに佐浜相(主として海成泥層)と鴨江相

として河成機層)にほ別し、両者の関係は問時異相であると考えた。武藤(1987) は従来、

以東に分布する下部~中部更新統に対して用いられてきた小笠層群に、天竜J11以西に分布する

の地層(小林， 1964の浜松層)も含めて小笠層群を再定義し、この層群は6つの累層(下位より都

田様層、天満平泥層、細江諜層、佐j兵泥層、志都呂砂層、鴨江諜層)からなるとし、細江、佐浜、

鴨江の各累層は側方へ良く連続する平面的な分布様式で特徴づけられるとした O その後、杉山

(1991)は浜名湖東岸地域に分布する中部吏新統に対して、小林(1964)の浜松層を適用した。また、

浜松層中の区分に関しては、志、都呂砂層を佐浜流層に合めたこと以外、基本的に武藤(1987) の定

に従い、天満平と佐浜の2つの泥層は海成層で、都田、細江、鴇江の各様層はj可成層であるとした。

さらに、細江諜居中に、海成泥層(国2の中部泥層)が場所により挟在することを新たに認め、浜松

中には 3層準に海成泥層が挟在すると報告した。ナウマンゾウ化石が報告された佐浜泥層はこれ

らの海成泥層のうち最上部に相当する O 浜松層中の命名されている各様層と泥層は、杉山(1991)

ではBed(単膚)とされているようであるが、本論文では以後、公式な岩相層序単位である部層とし

て扱った(国2)0佐浜泥部層からはナウマンゾウ化石以外にも古くから多くの化石が報告されてい

るO 例えば、貝化石 (Makiyama，1924 ;小林， 1942， 1964 ; Takai and Tsuchi， 1959 ;土， 1960;磯見・

井上 1972)、植物化石(粉J11， 1964 ;杉山， 1991;古川， 2000， 2002)、有孔虫化石(千地， 1964)、貝形

虫化石(入月， 2002) などで、これらから佐浜泥部層が堆積した当時の海洋環境は内湾あるいは河口

性で、今よりもいくらか暖かいと推定されている(例えば、千地 1964:小林 1964)0杉山(1991)

は佐浜泥部層中に4枚の火山灰層 (Ha-4，5， 6， 7) を認めた。そのうち、 Ha-6火山灰層と佐浜泥部層の

下位にある細江磯部層の中部泥層中に挟在するHa-3火山灰層が広域に対比できるとして、佐浜j尼部
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料京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻
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静岡地学第 87号(2003 ) 

11糊削z“11“削g“a“附a

関 2第浜松濯の岩椋謹序，村合1からHか 8'ま火

を京す包地震のj撃さは最大層厚を

示1 貌勾 (1991)に基づいて作成した，m
 
m十)

E附a“削川11附附11附川11附附11削附11捌削1111削11川山a“山11川附11附附s“1111削“制a制11川州11附11削2

出 1111附 111111111111

縮江
磯
部層

m
 

は酸素同位体ステージアの堆積物であると

推定した。なお、杉山(1991) で、はHa-5と

Ha-6火山灰層の上下関係は不明であるとし
m) 111111111111111問削川間山11II1U1I~ Ha・3

m
 

ている。
削 111111111111111111111111111剛山

ナウマンゾウ化石の発掘は佐浜町の 2カ

所(西地区と東地区)の露頭で行われた

m十)
!lllJlIIllIlllllllllllUlIIlJllllllllllt Haぺ

都田磯部層(8限付

(図3，4) 0 本報告では両地区の露頭におけ

る地層の堆積相を記載し、脊椎動物化石が産出した層準直上から新たに只形虫化石が得られたので¥

堆積柏と貝形虫化石から当時の堆積環境の変還を復元する O なお、只化石と脊椎動物化石はそれぞ、

れ本号の延原 (2003)および高橋ほか (2003)で詳しく報告されている O

2.堆積棺と推定される

西地底と東地区の露頭に見られる浜松層について、堆積構造、粒度、含有化石、層の境界面などに基

づき堆積相を区分した。結果として、 3つの堆積相(1， II，田)が識別された。なお、岩相層序学的区分

に従うと、堆積相IIとIIIは佐浜泥部層に相当し、堆積相Iに関しては、杉山(1991) による細江磯部層

の上部機層に相当する可能性が高いが、露出が少なく、側方への連続性を今回の調査では検討できなか

ったので、明確ではない。柱状図作成地点を図3および図4にそれぞれ示す。また、柱状関は図5に示す。

図3.西地区の露頭写真と柱状図作成セクションa 番号1---5が本文中のW①r-JW⑤に相当し望矢印の先が柱状

函の上限を意味する. Ha欄 5は火山灰震を示す網護頭中部にある2本のポ四・・・・・jしは2mで、ある繍 これらのポ

ール横の長方形の白紙がニホンジカ産出地点である.ナウマンゾウの骨化石も問題準から産出した.

詳しくは本文参照.
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図4陸東地区の露頭写真と柱状図作成セクション a 番号1""3が本文中のE①"'E③に相当し型矢印の先が柱状

図の上限を意味する薗露頭中部のスケールは1mで望この下端付近からシカの骨片化石が産出した.
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図 5臨留地区および東地区における柱状罷鵬 W①.......，w⑤は西地区におけるセクション聖 E①"'E③は東地区に

おけるセクシ羽ンを示す. 1--111は堆積相を示す縛 SA醐 1"'SA-3は貝形虫化石分析用の試料探取層準であ

る鴎貝化石1--異化石3は誕原 (2003)による異化石採取層準である寵
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静問地学 第 87号(2003 ) 

(1)堆積椙 1:堆積相Iは西地区で今回の掘削により露出したセクションW②とW③の最下部で見ら

れる O ここでの堆積相Iは淡灰色から淡青灰色のやや泥質な縮粒から中粒砂よりなり、下部にはこぶ

し大の車角擦が散在する O 中部層準には層厚10-----15cmの基質支持で、亜角疎からなる中諜層が挟在す

るが、側方への連続性が悪い。また、撞物片を含む暗灰色シルトの薄麗も挟在する O 生痕化石や貝

化芯などは認められない。最上部は下位層をチャネル状に浸食し、層摩約30cm程度で、トラフ型斜交

理が顕著に発達した擦支持中磯層で、インブリケーション権造も発達する O この様層からはシジ

ミの一種 (Corbiculasp.)の化石が 1倍体産出した。

堆積環境:下・中部の擦は亜角諜からなり、砂層も淘汰が悪い。海生生物の化芯もなく、植物片

も頻繁に挟むこと、最上部の諜層はシジミの化石を合み、インブリケーションの発達したトラフ型

斜交層理が見られることなどから河川の河口域、あるいは湾奥三角州 (bayhead delta)の頂置層と

推定される O

(2)堆讃椙 11:堆積相IIは主に生物撹乱の激しい砂質シルトから泥質砂よりなり、機質堆積物を挟在

する O

西地区では、下・中・ に区分される O

はセクションW②やW③で見られ、堆積相Iに整合的に重なり、砂管が散在する泥質砂に始

まり塊状シjレトへと急激に上方細粒化する O

中部層は主として生物撹乱の多い泥質砂と植物片に富み生痕化石や生物撹乱の見られる淘汰の悪

い砂質シルトからなり、中磯層および中磯層と機質中~極粗粒砂層との立層を挟在する O セクショ

ンW③にのみ、層厚約60cmで、インブリケーション構造を持つ中磯層と磯質中粒砂との互層がレンズ

状に挟まれる O この堆積構造から、 N10-----20
0
Eの方向で北から南向きの古流向が推定される O セク

ションW④やW⑤では連続性に乏しく、貝殻片を含む細機密集部も砂質シルト中に認められる O さ

らに、標高約6.7-----7.3mの層準には、最下部にマガキ (Crassostreagigas)が散在した合擦泥質砂の

を伴う層厚約50-----60cmの向機層が連続して見られる O この様層は上下に二分され、下部では逆

級化構造が認められ、垂直に立つ擦が多く、水中土流堆積物の特徴を示すO 一方、上部はインブ

リケーション構造を示す円磯からなる O 古流向はN10'"'-'20
0
Eの方向を持ち、北から南向きである O

円諜層中にはウミニナ (Batillariamultiformis) などの巻兵化石が比較的多く認められる O この円磯

層の最上部に、主にカガミガイ (Phacosomajaponicum)、ヤマトシジミ (Corbiculajaponica 

san daiformis)、ウミニナなどからなる層厚10cmの貝密集層が存在し、円磯も含まれ、ヤマトシジミ

の化石は合弁状態のものも多く認められる(延原 2003)0この只密集層とその上位の砂層との境界

部より、セクションW①からはナウマンゾウの中手骨、セクションW①のすぐ北側では中足骨が、

セクションW③からはナウマンゾウの肋骨が、セクションW④からはニホンジカの右角が産出した

(高橋ほか， 2003)0 

上部層は再び生物撹乱が見られ、貝化石を豊富に含む細粒砂~泥質砂から構成される O この上部

層はカガミガイやマテガイ (Solenstrictus) などの保存良好な其化石と小磯が多い細粒砂から始ま

り、上方組粒化および磯も減少し、生痕化石を合む泥質砂となる O カガミガイは合弁殻も存在する

が、それらの多くは層理面に平行である O 後述する貝形虫化石はこの層準から産出した。
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東地区における堆積棺は全て堆積相IIに相当する O

露頭下部は掬汰の悪い泥質砂~細粒砂からなり、生物撹乱が激しく、オキシジミ(Cyclina 

sinensis)の化石も存在する O また淘汰の良い細粒砂~極細粒砂からなる波長5------10cm程度のウェー

ブリップルやマッドドレイプも多く見られる O セクションE②の下部では)雷原約20cmで、カガミガイ

などの貝化石を含む泥質砂からなる基質支持の亜円磯層があり、この層は西地ほの堆積相立に属する

連続性の良い円磯・貝密集層に対比される O 亜円磯層と上位の砂層との境界部付近から、シカの化

石骨片が産出した。この上位には植物化石やオキシジミの化石を含む牒質縮粒砂が分布する O また、

レンズ状の基質支持機層も挟在する O

露頭上部には層厚約2.5mの磯層があり、この様層は3分される O すなわち、下部は恭質支持で平均

粒径2------3cmの亜円磯層、中部は極粗粒砂層と様支持J深層との互層で、上部はトラフ型斜交層理の認

められる平均粒径5------7cmの機支持磯層で、インブリケーションや前置層を示す内部構造が見られる O

最上部で粒径が最大となる(粒経10cm前後)0 この磯層の直上には、層厚6cm前後で、粒径1cmほど

の円礁を含む貝密集層が累重し、再び露頭下部で見られるような生物撹乱が激しく、淘汰の悪い泥

質砂~細粒砂となる O

堆積環境:砂質堆積物中には生物撹乱が非常に発達し、また、カキの化石やマッドドレイプ、ウ

ェーブリップルなどが見られる O 様層には内湾沿岸性の貝化石を多く含み、汽水性の貝化石も伴う

こと、逆級化構造、 トラフ型斜交層理やインブリケ…ション構造が認められることから、堆積相立は

湾奥三角州の前置層、底置層、河口洲、およびその崩辺の潮汐低地 (tidal註at)や湖岸などの堆積物

であり、洪水時に河川から洪水流で、もたらされた堆積物と、その後に再移動したものからなると推

定される O 機質な部分は湾奥三角州の前置層や河口洲の堆積物で、細粒な部分は湾奥三角川の沖合

にある底置層や周辺の潮汐低地あるいは古浜名湖岸の堆積物に相当する O

(3)堆積棺 111:堆積相IIIは西地区の露頭でのみ観察され、主に下位の堆積相IIの泥質砂から漸移す

る、塊状無層理シルトからなり、シズクガイ (Theoralubrica)、チヨノハナガイ (Raetella

pulchella)が多く、他にも自生のオキシジミ、カガミガイが認められる(延原， 2003) 0 セクション

W④には薄い平行葉理層も認められる O 西地区の標高9.33mの層準に杉山(1991)のHaδ火山灰層が

挟在する O この火山灰膚は層厚5cm程度、中から粗粒砂サイズで白色胡麻塩状を呈し、浜名湖東岸

地域に広く追跡可能で、ある(杉山 1991)0 また、 Ha-5火山灰層より約60cm下位に杉山(1991) によ

る註a-4火山灰層も確認される O この火山灰層は西露頭では非常に不明瞭で1cmほどの縮粒火山灰が

断続的に分布している O なお、これらの火山灰層は東地区では確認されない。

堆積環境:内湾泥底の貝化石を多く含み、均質なシルトからなることから、堆積相IIIの堆積場よ

りも、河川からの影響が少ない内湾泥底 (central basin)であると推定される O また、平行葉理の薄

は閉鎖的で還元的な環境の存在を示唆する O

3.貝形虫化石

形虫化石の分析用試料は、西地区のセクションW①の標高7.4------8.0m付近で、保存良好な貝化石

を豊富に含む細粒砂~泥質砂層から 3試料 (SA削 1~SA-3) を採取した。これらの試料の層準は西地

6 



87号(2003 ) 

区における堆積相立の上部層である O 試;Jf4SAぷ訂審理屈に平行な状態で産出したカガミガイの合弁殻

中のやや風化した細粒砂である O 込理には採取したすべての試科を使用し、それらを60
0

Cに設定し

た乾燥器で十分乾燥させ、重量を測定後、湯を注ぎ込み、 1時間ほど煮沸した。貝形虫化石は合弁殻、

片殻を底部せず、 200個になるように試料を分割し、 115メッシュ (0.125mm)以上の試料から双眼

実体顕微鏡下で抽出した。

として、試料SA-3から只形虫化石は産出しなかったが、試料SA-1とSA-2には保存良好な貝形虫

化石が入っていた(表1，2，図版 1)0図版 1は全ての貝形虫化石の走査型電子顕微鏡写真である。なお、

Sample no. SA-l SA-2 
LV RV CI Sum. LV RV CI Sum. 

Aurila cymhα(Brady) 23 14 38 15 13 28 
Bicornucythere bisαnen以 14 8 22 11 23 34 
Neommωcerαtina delicata lshizaki & Katc 6 4 10 5 5 10 

Paracytherois tos，αe凡すisIshizaki 
Paradoxostm間 sp. 1 
Pistocythereis braめ拘rmis(Ishizaki) 2 3 2 2 4 
Pisto<，:vthereis hr，αdyi (Ishizaki) 10 10 20 15 20 35 
Rohustaurila ishiこαkii(Okubo) 
Spinileheris quadriaculeata (Brady) 67 49 10 126 69 64 6 139 
Xestoleheris hanaii Ishi乞必ci

Number of specimens 221 252 
Number of species g s 
Diversity (日(S)) 1.317 1.354 
dlγsample weight (g) 

'-
20.44 26.49 

上産出貝形虫化石の殻数網しV望 RV聖 c，まそれぞれ左殻，右殻型荷殻(脊

甲)を示す網殻数 (Sum.)は片殻事関殻(背申)罷係なく型それらの

合計を示している"

Sample no. SA-l SA叩 2

% NI10g % N/I0g 

Aurila cymba (Brady) 17.19 18.59 11.11 10.57 

Bicornucythere bisanensis (Okubo) 9.955 10.76 13.49 12.84 

Neomonoceratinαdelicata Ishizaki & Katc 4.525 4.892 3.968 3.775 

Paracytherois tosαensis Ishizaki 0.452 0.489 O O 

Paradoxostoma sp. 0.452 0.489 Q O 

Pistocythereis bradyformis (Ishizaki) 1.357 1.468 1.587 1.51 

Pistocythereis br，αdyi (Ishizaki) 9.05 9.785 13.89 13.211 

Robustaurila ishizakii (Okubo) o 0 0.397 0.378 
Spinileberis quadriaculeata (Brady) 57.01 61.64 55.16 52.47 

Xestoleberis hanaii lshizaki o 0 0.397 0.378 
Sum. 100 108.1 100 95.13 

2.産出員影虫化石の相対頻度 (0/0) と109乾操試料あたりの倍数 (N/10g)周

標本は全て島根大学総合理工学部地球資源環境学科 (DCSU) に保管されている。全試料の乾燥重量は

SA-1が163.51g、SA-2が141.27gで、前者では全試料を1/8に分割した試料(乾燥重量:20.44 g)、後者で

は3/16に分割した試料(乾燥重量:26.49 g)から貝形虫化石を抽出した。両試料とも8種と種数が少な

く、全体でも10種である。そのためにS鉛ha初丑nn∞on

も1.3あまりと{低民い値になつているO 優占種はSpini1立長eb舵ensq口問ad白Iプ均ac口ule印at.臼aでで、、全殻数の半分以上を占めて

いる O この種は池谷・境崎 (1993) によると、日本各地の汽水性の閉鎖的内湾突で、水深2------7mの泥底

に多産する O 現在の浜名湖、特に東部にあたる庄内海(関1)で最も多く認められる種である(Ikeya
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and Hanai， 1982) 0 '/x'こ多い種はAurila cymba、Bicornucytherebisanensis、Pistocythereisbradyiおよ

び、Neomonoceratinadelicataである O 本研究でのA.cymbaは模式標本の図版 (Zhaoand Whatley， 1988a 

のpl.2，五gs.9国 12) と比べて、殻後半部における放射状の梁の発達が悪く、また、中央部がやや膨れてい

る特徴が見られる o Aurila cymbaは日本各地の内湾の沿岸砂底で普遍的に見られる種で(例えば、

Ishizaki， 1968)、B.bisanensisやPbradyiはやはり閉鎖的内湾中央部の泥底に生息する種で、両種とも

S. quadri丘culeataが生息する環境よりもより沖合に分方の中心を持つ(例えば、 j塩谷・填崎， 1993など)0

Neomonoceratina delicataは日本では生息、が確認されていない種で、現在の分布の中心は南シナ海や東

南アジアの閉鎖的内湾である (Zhaoand Whatley， 1988b) 0 しかしながら、中~後期更新世には日本各

地の内湾で優占していた種で、最終氷期に日本から消滅したと考えられている(入月ほか， 2002) 0 この

種は今回の調査地域よりも南方の浜松市大人見、古人見町(図1)などに分布する塊状泥)脅からなる佐

浜泥部層では、産出する最も多い貝形虫化石である(入月， 2002) 0 また、わずの五しか含まれていない種

であるPistocythereisbradyformisはP bradyiよりも外洋水の影響の強い湾口部に多く生息する種であ

る(例えば、 Abeand Choe， 1988) 0 残りの1個体ずつ産出したParacytheroistosaensis、Paradoxostoma

sp.、Robustaurilaishizakiiおよび、Xestoleberishanaiiなどは海藻上あるいはその周辺の砂底に生息する

種である(例えば、 Hanaiet al.， 1977) 0 また、 2つの試料開で群集を比較すると、上位の試料SA-2のほ

うが相対頻度もN/10gともに砂底種のAurila属と湾奥泥底種のS.quadriaculeataが減少しており、より

沖合に生息するB.bisanensisやPbradyiのような泥底種が増加する。

4.佐浜地域における堆積環境の変遷

西地区の露頭で、は五a-5火山灰層より約7m下位の標高約2.5mの層準に、河口や湾奥三角州の

層である堆積相Iと湾奥三角州の前置層、底置層、河口前iおよびその周辺の潮汐低地や湖岸を示す堆

積相IIの境界がある O すなわち、この層準は佐浜地域における佐浜泥部層を堆積させた海進国に相当

する可能性があり、 Bayravinment面である O

今回の発掘調査で得られたすべての脊椎動物化石は、東地院でも西地区でもほぼ同じ標高の層準

から産出した。すなわち、標高にして7.3m前後で、西地区で、はHa欄5火山灰層より 2m前後下位に位

し、堆積相日中の連続性の良い円機・貝密集麗とその上位の砂麿との境界部から、東地区でも西地

区から連続すると推定される堆積相IIの亜円探題とその上位の砂層との境界部からである O 堆積相II

の中の磯質堆積物は前述のように湾奥三角州の前置層や河口洲と推定されるので、ナウマンゾウや

ニホンジカの骨化石は、死後、北?北北東に位置していた河川の洪水流などで、南方へ運ばれて、当時

の浜名湖の奥に堆積した異地性化石である O 貝形虫化石からは、脊椎動物化石が産出した層準直上

の砂層(堆積相II) の堆積場は、汽水性の閉鎖的内湾奥で、水深数m程度の沿岸砂泥底環境を示し、

上位に向け西地区では堆積柏田で代表される静穏な沖合泥底へと変化したことがうかがえる O

脊椎動物化芯の産出層準付近から上位のHa-5火山灰層へと向かう層準では、西地区では堆積相IIか

らIIIへ、すなわち、磯層→砂層→泥層と上方縮粒化サクセッションを示す。一方、東地区での同層

準においては、引き続き堆積相互であり、その内部では砂層→砂磯層→磯層と上方粗粒化のサクセッ

ションになっている O このように、この層準では、西地区では河川からの粗粒堆積物が時間と共に
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号(2003 ) 

減少し と変化したが、 はヲjき続き、 j可)11から がもたらさ

る環境が続き、そのために、日設4や日仕5火

この時期河川の流路が変化したことに伴って、

されなかった。このように、調査地区では、

一一州が時間と共に側方へ移動したと推定される O

5. まとめ

1 .浜松左浜町に

堆積相解析に

ナトi

へと変化した。

~"'-i--l_f 州

?およ

二角ナ1'1の

、河口洲、およびその思辺の潮汐低地

は3つ

始まり、

の後、西地区では内湾泥底(堆積桔III)へと変化したが、

していた。

に区分された

の上昇に伴い、

など

は引き続き、

2.今回産出した脊椎動物化石は産出地点の北方・北北京から注ぎ込む河川の洪水流により、古浜

名湖の湾奥三角ナHへと運搬された異地性化石である。

3 .脊椎動物化石産出層準の直上から得られた2試料より合計10種の貝形虫化石が同定された。これ

らが示す古環境は?¥7j('!笠の閉鎖的内湾で、水深数m程度の沿岸砂泥底を示唆する C

4 .佐浜地域では上位に向け河川のj走路が変化したことに伴って、湾奥三角丹、iが時間と共に側方へ

移動したと推定される O

5契

貝化石の種名に関して と神奈)[ -地球博物館の松

お教えいただいた。脊椎動物化石について

と滋賀県立琵琶湖博物館の高構啓一博士にご教授していただいた。微化石分析用の試料採取

に関しては、愛知教育大学教育学部の足 時幸助教授および慶応大学経済学部の松原彰子教授にお世話

になった。発掘に関しては静岡大学理工学研究科の野鵠宏二氏、静岡大学理学部の田中源吾博士および

その他多数の発掘参加者、地主の方々にお世話になった。記して謝意を示しま
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国版上 Pistocythereis bradyform倍以外はいずれも成体障

E訂正8と10のためのものである鋼

1. Neomonoceratina delicata Ishizaki望右殻習試料SA皿 1，DGSU coll. ca七no修む00001.
2舗 Spinileberisquadriaculeata {毘ra設計費左殻重試料SA
3. Au肝ri，伽j抱acymη1ba(但Br陥ady叫)雪左殻望試料SA-1，DGSU coll聡 ca七no.C00003絢

4. Robustaurila ishizakii Okubo，背甲の右殻書試料SA幽 2聖 DGSUcoll附 ca七no構 C00004.
5. bisanensis Okubo雪右殻型試料$んし岱GSUcoll. cat.印刷 C00005.
6. Pistocythereis bradyformis (lshizaki)ヲ者殻雪試料SA酬し DGSUcoll織 ca七no縫 C00006箇

7. Pistocythereis bradyi (Ishizaki)望左殻p 試料Sんし DGSUcoll. cat. no繍 C00007.
8盤 Xestoleberishanaii Ishiza何事右殻習試料SA圃 2望DGSUcoll. cat. no. C00008. 
9. Paradoxostoma s科目在殻型試料SA-1，DGSU coll. cat. no. C00009姐

10盤 Paracytheroistosaensis Ishizaki，左殻雪試料SA醐 1，DGSU coll. cat. no省 C00010.
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